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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第22期 

第３四半期連結 
累計期間 

第23期 
第３四半期連結 

累計期間 
第22期 

会計期間 
自 2019年１月１日 
至 2019年９月30日 

自 2020年１月１日 
至 2020年９月30日 

自 2019年１月１日 
至 2019年12月31日 

売上高 （千円） 6,273,871 6,410,915 8,540,699 

経常利益 （千円） 2,038,368 1,045,685 2,460,317 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 1,553,231 717,082 1,694,827 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,559,095 723,012 1,697,150 

純資産額 （千円） 10,979,531 10,991,466 11,117,586 

総資産額 （千円） 12,608,501 12,657,972 12,943,498 

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 6.80 3.14 7.41 

自己資本比率 （％） 87.1 86.8 85.9 

営業活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） 1,932,791 1,342,902 2,678,097 

投資活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △634,016 △839,164 △906,826 

財務活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △825,048 △837,181 △840,627 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（千円） 6,810,968 6,933,990 7,267,745 

 

回次
第22期

第３四半期連結
会計期間

第23期
第３四半期連結

会計期間
 

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

 

１株当たり四半期純利益 （円） 2.16 0.89  

(注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．当社は、2020年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、第22期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。 

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

５．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。なお、当第３四半期連結累計期間における新型

コロナウイルス感染拡大の影響は、「２ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

(1) 経営成績の状況」に記載のとおりですが、新型コロナウイルスの影響が短期では終息しないと推測しており、今

後の経過によっては当社グループの財政状態及び経営成績等に影響を及ぼす可能性があります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

 当第３四半期連結累計期間（2020年１月１日～９月30日）における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症

の影響により企業の業況は厳しさが残るものの、外需の持ち直し等による改善の動きも見られ、景気は下げ止まり

つつある動きとなりました。当社グループが主に事業を展開する国内のBtoB（企業間電子商取引）市場は、2019年

のBtoB-EC市場規模は前年比2.5％増の352兆円、小売・その他サービスを除いた商取引に対する電子商取引の割合

であるEC化率が前年比1.5ポイント増の31.7％と、着実に拡大が進んでおります。（経済産業省「令和元年度内外

一体の経済成長戦略構築にかかる国際経済調査事業（電子商取引に関する市場調査）報告書」）

 このような環境下にあって、当社グループは当連結会計年度におきまして、経営方針である、「成長と利益の両

立」及び「収益源の多角化への仕掛け」に取り組みました。 

 その結果、「BtoB-PF FOOD事業」の「BtoBプラットフォーム 受発注」及び、「BtoB-PF ES事業」の「BtoBプラ

ットフォーム 請求書」等の利用拡大により、当第３四半期連結会計期間末（2020年９月末）の「BtoBプラットフ

ォーム」全体の企業数（海外を除く）は、前連結会計年度末比87,995社増の475,619社、全体の事業所数（海外を

除く）は、前連結会計年度末比133,793事業所増の958,713事業所となりました（注１.）。

 当第３四半期連結累計期間の売上高は、新型コロナウイルスの影響により飲食店等の食材等の流通金額の減少が

4月を底に当第３四半期連結会計期間も回復基調が継続しましたが、「BtoB-PF FOOD事業」のうち「BtoBプラット

フォーム 受発注」の売り手企業の従量制（食材取引高に応じて課金）システム使用料が減少しました。一方、

「BtoB-PF ES事業」の「BtoBプラットフォーム 請求書」は利用拡大が進みシステム使用料が増加し、6,410百万円

と前年同期比137百万円(2.2％)の増加となりました。

 利益面は、新型コロナウイルスの影響を受けた「BtoB-PF FOOD事業」の売上高の減少に加え、売上原価のうち前

連結会計年度（2019年９月）に実施したサーバー体制の増強によりデータセンター費が増加、販売費及び一般管理

費のうち事業拡大に必要な営業及び営業サポート人員の補強等による人件費の増加と利用企業数増加に向けた販売

促進費等の積極投下により、営業利益は1,052百万円と前年同期比998百万円(48.7％)の減少、経常利益は1,045百

万円と前年同期比992百万円(48.7％)の減少、親会社株主に帰属する四半期純利益は、717百万円と前年同期比836

百万円(53.8％)の減少となりました。 

 

（注１.）「BtoBプラットフォーム」全体の企業数とは、「BtoBプラットフォーム」に登録された有料及び無料で

利用する企業数のうち重複企業を除いた企業数であり、全体の事業所数とは、本社・支店・営業所・店舗

の合計数であります。 

 

 セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

 

①BtoB-PF FOOD事業 

 「BtoBプラットフォーム 受発注」は、新型コロナウイルスの影響により、外食チェーン、ホテル等の食材仕入

高の減少により、その取引先の食品卸等の売り手企業のうち、従量制（食材取引高に応じて課金）の料金体系を選

択した企業のシステム使用料が減少いたしました。また、新規営業において、外食企業等の対面活動の制限も継続

しており、買い手新規契約企業数が減少し、セットアップ売上高が減少いたしました。その結果、当第３四半期連

結会計期間末の買い手企業数は3,123社（前連結会計年度末比59社増）、売り手企業数は37,468社（同1,272社増）

となりました(注２.）。また、「BtoBプラットフォーム 規格書」は、食の安心・安全、アレルギー対応の意識の

高まりから、各機能の利用企業数が増加いたしました。その結果、当第３四半期連結会計期間末の買い手機能は

792社（前連結会計年度末比58社増）、卸機能は687社（同20社増）、メーカー機能は7,909社（同761社増）となり

ました（注２.）。

 当第３四半期連結累計期間の「BtoB-PF FOOD事業」の売上高は4,935百万円と前年同期比105百万円(2.1％)の減

少、営業利益は1,993百万円と前年同期比567百万円(22.1％)の減少となりました。 
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②BtoB-PF ES事業 

 「BtoBプラットフォーム 請求書」は、既存の有料契約企業の請求書電子データ化の推進により、ログイン社数

が増加いたしました。請求書の新規契約企業数は、フード業界に加え幅広い業界で堅調に拡大いたしました。その

結果、当第３四半期連結会計期間末の「BtoBプラットフォーム 請求書」の企業数は465,971社（前連結会計年度末

比88,294社増）（注２.）、その内数である受取側契約企業数は3,361社（同276社増）、発行側契約企業数は1,671

社（同309社増）、合計で5,032社（同585社増）となりました（注２.）。また、「BtoBプラットフォーム 商談」

の買い手企業数は7,429社（同10社減）、売り手企業数は1,420社（同108社減）となりました（注２.）。

 当第３四半期連結累計期間の「BtoB-PF ES事業」の売上高は、「BtoBプラットフォーム 請求書」の受取・発行

有料契約企業数の増加及びその稼働によりシステム使用料が増加し、1,472百万円と前年同期比242百万円(19.7％)

の増加、営業損失は「BtoBプラットフォーム 請求書」の事業拡大に必要な営業及び営業サポート人員の補強等に

よる人件費の増加や利用企業数増加に向けた販売促進費等が増加し、944百万円（前年同期は営業損失504百万円）

となりました。 

 

③その他 

 中長期的に育成する事業として、中国・台湾での「SaaSシステム」の提供を推進いたしました。

 当第３四半期連結累計期間の「その他」の売上高は、33百万円（前年同期は売上高32百万円）、営業損失は１百

万円（前年同期は営業損失５百万円）となりました。

 

（注２.）セグメント別の企業数は、システムを利用する企業数の全体数を表示しております。 

 

(2）財政状態の分析

 当第３四半期連結会計期間末（2020年９月末）の資産合計は、12,657百万円（前連結会計年度末比285百万円

減）となりました。

 流動資産は、8,612百万円（前連結会計年度末比441百万円減）となりました。主な減少要因は現金及び預金が

333百万円減少したことなどによるものであります。

 固定資産は、4,045百万円（前連結会計年度末比156百万円増）となりました。主な増加要因は建物が49百万円、

投資有価証券が44百万円、敷金が38百万円増加したことなどによるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末（2020年９月末）の負債合計は、1,666百万円（前連結会計年度末比159百万円減）

となりました。

 流動負債は、1,635百万円（前連結会計年度末比162百万円減）となりました。主な減少要因は未払法人税等が

202百万円減少したことなどによるものであります。 

 固定負債は、31百万円（前連結会計年度末比２百万円増）となりました。主な増加要因は資産除去債務が２百万

円増加したことによるものであります。

 純資産は、10,991百万円（前連結会計年度末比126百万円減）となりました。主な減少要因は利益剰余金が132百

万円減少したことなどによるものであります。 

 

(3）キャッシュ・フローの状況の分析 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」）の残高は、前連結会計年度末に比

べ333百万円減少し、6,933百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。 

    （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動による資金の増加は、1,342百万円（前年同四半期は1,932百万円の増加）となりました。主な収入は、

税金等調整前四半期純利益1,045百万円、減価償却費740百万円等であり、主な支出は、法人税等の支払額472百万

円等であります。 

    （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動による資金の減少は、839百万円（前年同四半期は634百万円の減少）となりました。主な支出は、BtoB

プラットフォーム等システム開発に伴う無形固定資産の取得による支出688百万円等であります。

    （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金の減少は、837百万円（前年同四半期は825百万円の減少）となりました。主な支出は、配当

金の支払額837百万円等であります。
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(4)経営方針・経営戦略等 

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

 りません。

 

(5) 事業上及び財政上の対処すべき課題

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課

 題はありません。

 

(6) 研究開発活動

  該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 721,408,000

計 721,408,000

 

②【発行済株式】

種類 
第３四半期会計期間末 
現在発行数（株） 
（2020年９月30日） 

提出日現在発行数 
（株） 

（2020年11月12日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 259,431,200 259,431,200 
東京証券取引所 

（市場第一部） 
単元株式数 100株 

計 259,431,200 259,431,200 － － 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日 
－ 259,431,200 － 3,212,512 － 2,649,287

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（６）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2020年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

        2020年９月30日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式   － － － 

議決権制限株式（自己株式等）   － － － 

議決権制限株式（その他）   － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 30,862,600 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 228,560,200 2,285,602 

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準となる

株式であります。 

単元未満株式 普通株式 8,400 － － 

発行済株式総数   259,431,200 － － 

総株主の議決権   － 2,285,602 － 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式数には、当社所有の自己株式４株が含まれております。

 

②【自己株式等】

        2020年９月30日現在 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有

株式数（株） 

他人名義所有

株式数（株） 

所有株式数の

合計（株） 

発行済株式総

数に対する所有

株式数の割合

（％） 

株式会社インフォマート 
東京都港区海岸一丁

目２番３号 
30,862,600 － 30,862,600 11.90 

計 － 30,862,600 － 30,862,600 11.90 

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,267,745 6,933,990 

売掛金 1,671,037 1,604,919 

貯蔵品 3,763 4,397 

その他 136,930 94,579 

貸倒引当金 △25,018 △25,407 

流動資産合計 9,054,457 8,612,479 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 119,662 169,626 

工具、器具及び備品（純額） 41,202 40,152 

有形固定資産合計 160,865 209,778 

無形固定資産    

ソフトウエア 2,364,115 2,154,358 

ソフトウエア仮勘定 31,786 285,808 

その他 14,319 12,291 

無形固定資産合計 2,410,222 2,452,458 

投資その他の資産    

投資有価証券 520,072 565,056 

繰延税金資産 502,263 484,478 

敷金 292,233 330,445 

その他 3,384 3,275 

投資その他の資産合計 1,317,952 1,383,255 

固定資産合計 3,889,040 4,045,492 

資産合計 12,943,498 12,657,972 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 87,585 69,875 

短期借入金 770,000 770,000 

未払金 240,464 263,514 

未払法人税等 282,517 80,360 

賞与引当金 － 173,586 

その他 416,904 278,046 

流動負債合計 1,797,471 1,635,383 

固定負債    

資産除去債務 28,440 31,123 

固定負債合計 28,440 31,123 

負債合計 1,825,912 1,666,506 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,212,512 3,212,512 

資本剰余金 3,027,248 3,027,248 

利益剰余金 4,947,103 4,815,053 

自己株式 △529 △529 

株主資本合計 11,186,335 11,054,285 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △68,749 △62,819 

その他の包括利益累計額合計 △68,749 △62,819 

純資産合計 11,117,586 10,991,466 

負債純資産合計 12,943,498 12,657,972 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年９月30日) 

売上高 6,273,871 6,410,915 

売上原価 1,585,241 1,942,889 

売上総利益 4,688,629 4,468,025 

販売費及び一般管理費 2,637,578 3,415,369 

営業利益 2,051,050 1,052,656 

営業外収益    

受取利息 2,551 2,565 

未払配当金除斥益 106 55 

その他 30 99 

営業外収益合計 2,688 2,720 

営業外費用    

支払利息 2,849 2,870 

為替差損 5,736 6,178 

支払手数料 6,784 598 

その他 － 44 

営業外費用合計 15,370 9,691 

経常利益 2,038,368 1,045,685 

税金等調整前四半期純利益 2,038,368 1,045,685 

法人税、住民税及び事業税 444,498 310,818 

法人税等調整額 40,637 17,784 

法人税等合計 485,136 328,603 

四半期純利益 1,553,231 717,082 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,553,231 717,082 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年９月30日) 

四半期純利益 1,553,231 717,082 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 5,863 5,930 

その他の包括利益合計 5,863 5,930 

四半期包括利益 1,559,095 723,012 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,559,095 723,012 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 2,038,368 1,045,685 

減価償却費 740,609 740,289 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,275 389 

賞与引当金の増減額（△は減少） 106,501 127,250 

受取利息 △2,551 △2,565 

支払利息 2,849 2,870 

為替差損益（△は益） 5,692 6,108 

売上債権の増減額（△は増加） △93,254 66,101 

仕入債務の増減額（△は減少） △32,185 △17,709 

未払消費税等の増減額（△は減少） △73,660 △59,143 

その他 △72,251 △99,300 

小計 2,625,393 1,809,975 

利息の受取額 8,505 8,510 

利息の支払額 △3,043 △3,070 

法人税等の支払額 △698,063 △472,513 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,932,791 1,342,902 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △8,136 △62,811 

有形固定資産の売却による収入 － 630 

無形固定資産の取得による支出 △615,178 △688,791 

投資有価証券の取得による支出 △2,500 △49,973 

敷金及び保証金の差入による支出 △8,270 △38,218 

敷金及び保証金の回収による収入 70 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △634,016 △839,164 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △824,902 △837,181 

自己株式の取得による支出 △146 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △825,048 △837,181 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △353 △311 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 473,372 △333,754 

現金及び現金同等物の期首残高 6,337,595 7,267,745 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,810,968 ※ 6,933,990 
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り） 

 新型コロナウイルス感染症の拡大により飲食店等の営業自粛や休業が影響し、当社グループでは「BtoB-PF 

FOOD事業」のうち「BtoBプラットフォーム 受発注」の売り手企業の従量制（食材取引高に応じて課金）システ

ム使用料が減少するなどの影響が出ています。 

 当社グループでは、固定資産の減損及び繰延税金資産の回収可能性について、新型コロナウイルス感染症の影

響が当連結会計期間中は継続するもののその後は、緩やかに回復していくとの仮定のもと、見積り及び判断を行

っていますが、当第３四半期において固定資産の減損の兆候は識別しておらず、また繰延税金資産の回収可能性

について第２四半期末時点に実施した判断の見直しは不要であると判断しています。 

 なお、将来における実績値に基づく結果が、これらの見積り及び仮定と異なる可能性があります。 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  2019年１月１日
至  2019年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2020年１月１日
至  2020年９月30日）

現金及び預金勘定 6,810,968千円 6,933,990千円

現金及び現金同等物 6,810,968 6,933,990
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 
配当金の 

総額（千円） 

１株当たり 

配当額（円） 
基準日 効力発生日 配当の原資 

2019年３月27日 

定時株主総会 
普通株式 419,424 3.67 2018年12月31日 2019年３月28日 利益剰余金 

2019年７月31日 

取締役会 
普通株式 420,566 3.68 2019年６月30日 2019年９月９日 利益剰余金 

 
２．株主資本の金額の著しい変動 

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2020年１月１日 至 2020年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 
配当金の 

総額（千円） 

１株当たり 

配当額（円） 
基準日 効力発生日 配当の原資 

2020年３月27日 

定時株主総会 
普通株式 426,280 3.73 2019年12月31日 2020年３月30日 利益剰余金 

2020年７月31日 

取締役会 
普通株式 422,851 1.85 2020年６月30日 2020年９月７日 利益剰余金 

（注）当社は、2020年１月１日付で、普通株式１株につき２株の株式分割を行っておりますが、上記配当金に
   ついては、当該株式分割前の株式数を基準に配当を実施しております。
 
２．株主資本の金額の著しい変動 

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）1 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 

（注）３ 
  BtoB-PF FOOD BtoB-PF ES 計 

売上高              

外部顧客への
売上高 

5,041,128 1,229,652 6,270,780 3,091 6,273,871 - 6,273,871 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

59 - 59 29,838 29,897 △29,897 - 

計 5,041,187 1,229,652 6,270,839 32,929 6,303,769 △29,897 6,273,871 

セグメント利益
又は損失（△） 

2,560,492 △504,810 2,055,682 △5,372 2,050,309 741 2,051,050 

（注）１「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない海外事業でおります。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額741千円は、セグメント間取引消去等であります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2020年１月１日 至 2020年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）1 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 

（注）３ 
  BtoB-PF FOOD BtoB-PF ES 計 

売上高              

外部顧客への
売上高 

4,935,201 1,472,258 6,407,459 3,456 6,410,915 － 6,410,915 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

75 － 75 30,264 30,340 △30,340 － 

計 4,935,276 1,472,258 6,407,534 33,721 6,441,255 △30,340 6,410,915 

セグメント利益
又は損失（△） 

1,993,389 △944,501 1,048,887 △1,423 1,047,463 5,192 1,052,656 

（注）１「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない海外事業でおります。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額5,192千円は、セグメント間取引消去等であります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

（金融商品関係）

 四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

 四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

 該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2019年１月１日
至 2019年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2020年１月１日
至 2020年９月30日）

１株当たり四半期純利益 6円80銭 3円14銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
1,553,231 717,082

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
1,553,231 717,082

普通株式の期中平均株式数（株） 228,568,664 228,568,596

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

   ２．当社は、2019年10月31日開催の当社取締役会の決議に基づき、2020年１月１日付で普通株式１株につき２株
の割合で株式分割を行いました。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり
四半期純利益を算定しております。

 

（重要な後発事象）

    該当事項はありません。
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２【その他】

2020年７月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

 （イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・ 422,851千円

 （ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・  １円85銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・2020年９月７日

（注）2020年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

- 17 -

2020/11/11 13:22:34／20666201_株式会社インフォマート_第３四半期報告書



 
  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月11日

株式会社インフォマート 

取 締 役 会 御中 

 

有限責任監査法人トーマツ 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 阪 田 大 門  印 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 瀧 野 恭 司  印 

 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社インフ

ォマートの2020年１月１日から2020年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インフォマート及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

        （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】
 

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2020年11月12日

【会社名】 株式会社インフォマート

【英訳名】 Infomart Corporation

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 長尾 收

【最高財務責任者の役職氏名】 代表取締役副社長 藤田 尚武

【本店の所在の場所】 東京都港区海岸一丁目２番３号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
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１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

 当社代表取締役社長 長尾 收及び代表取締役副社長 藤田 尚武は、当社の第23期第３四半期（自2020年７月１日 

至2020年９月30日）の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しまし

た。

 

２【特記事項】

 特記すべき事項はありません。
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